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近年の化石燃料の高騰、ＣＯ２排出量の削減等
環境エネルギー関連の問題

太陽電池など持続可能なエネルギーの
研究開発が社会的な課題

その中で、色素増感太陽電池は・・・

カラフルな色調製造コストが安価製造方法が簡単

安価で加飾性のある次世代太陽電池として期待！

「系で生じる電流量の増加」

着目した高効率化の方法

電極表面に存在する色素の量を増加
させることで、光の吸収効率を高め、
発生する電流量を増やす

シリコン型と比べ光電変換効率が低い

実用化までの大きな課題

液漏れや素材の劣化など耐久性が低い

【色素（ルテニウムレッド水溶液）】 【色素（Ｎ３エタノール溶液）】

【色素増感太陽電池の構造と発電メカニズム】

【試験条件】 【粒径及びリン添加量の影響】 【市販の材料等との比較】

粒径及びリン添加量に着目して材料合成を行った。 リンを添加した材料は、加熱後もアナターゼ型の
結晶構造を維持する特性があることがわかった。

酸化チタンにリンを添加して作製した材料は、
水系・非水系溶媒下でともに優れた色素吸着性
を有することが確認できた。

色素選択の幅が広がる。
製造工程の脱有機溶媒化に有効。

色素吸着量の高いリン添加酸化チタンを用いて電極を作製することで、色素増感太陽電池の効率が大きく向上し、色素増感太陽電池の開発において多
用されている市販の材料（P-25）に比べて、理論効率で約1.2倍の性能を得ることができた。

結果


